
　地域ブランドを国が保護する地理的表示（GI）制度で、平成25年のワインに続き、
日本酒も「山梨」が指定されました。この制度では高い生産基準が求められるため、
同一県が2つの酒類で指定を受けたのは、全国初の快挙です。
　日本酒の「山梨」の特徴的な基準は、原料の水の採取地を6水系※に限定してお
り、これも全国で初めてのこと。名水の地、山梨ならではのこだわりです。山梨の日本
酒は、柔らかで、透明感のある清らかな味わいを有しており、塩気を感じさせる料理と
相性が良く、味わい深く楽しむことができます。国のお墨付き“GI YAMANASHI”の
マークが、基準をクリアしたお酒の目印です。
　指定を報告する会見で、県酒造協同組合の北原兵庫理事長は「山梨のみならず
国内外に発信していきたい」と今後の決意を述べました。また、会見に同席した長崎
知事は「本県の豊かな自然や地域資源を、酒蔵の高い技術で生かした努力が認め
られことを誇りに思う」と喜びを伝えました。

　県の公式YouTubeチャンネル「山梨チャンネル」では、本県の
魅力をPRする動画を制作・配信しています。今年度は、県内外の
幅広い世代に県の魅力や情報を楽しみながら知っていただける
よう、吉本興業所属で本県にゆかりのあるお笑い芸人を中心に、
「よしもと山梨動画応援隊」を結成しました。隊長には、人気コンビ
「ニューヨーク」（嶋佐和也さんが富士吉田市出身）が就任。ほか
にも「ダンビラムーチョ」や「世間知らズ」「ナイチンゲールダンス」
など、山梨ゆかりの芸人が動画に出演します。
　4月30日に県庁で行った発足会見では、隊長の二人がメッ
セージ動画で登場した後「ロバート」の馬場裕之さんらに任命状
が授与されました。馬場さんは「山梨のさまざまな美味しい食材を
使ったレシピ動画を作ります。僕の動画は笑いなしでいきますよ」
などと話し、会場の笑いを誘いました。
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NEWS 地球温暖化の抑制に貢献する農産物などを認証します
　県では、モモやブドウなどの果樹栽培で発生する剪定枝を炭化するなどして土壌
中に貯留し、大気中への二酸化炭素放出を低減する取り組み「4パーミル・イニシア
チブ」に、全国に先駆けて取り組んでいます。
　これに賛同し行われる、炭素貯留効果があると県が認める取り組みや、生産され
た農産物などを認証する「やまなし4パーミル・イニシアチブ農産物等認証制度」を創
設しました。全国をリードしながら脱炭素社会の実現に貢献するこの制度は、本県の
農業の新たなブランド価値を高めるものとして期待されます。認証を受けた農産物には専用のロゴマークが使用できる

NEWS 全国初の快挙!日本酒とワイン、２つの地理的表示「山梨」指定

GIの認定証を披露する出席者ら

※南アルプス山麓、八ケ岳山麓、秩父山麓、富士北麓、
　富士・御坂及び御坂北麓の6水系

「よしもと山梨動画応援隊」を結成した吉本興業所属の芸人たち
チャンネル登録を
お願いします毎週

金曜夕方に
新作動画を
公開!!

県立4館（美術館・博物館・考古博物館・文学館）は小・中学生、高校生などの観覧料が無料です。 県立施設の情報をお届け

甲府市貢川1-4-27 
TEL 055-228-3322  FAX 055-228-3324

山梨　美術館

　独特な色彩感覚などで知られる写真家の蜷川実花。本展では「虚構と現実」を
テーマに、彼女のさまざまな写真作品を紹介します。色鮮やかな花 を々撮影した「永
遠の花」、著名人を捉えた「Portraits of the Time」、父の死に向き合う日々 を撮
影し、新境地となった「うつくしい日々 」などのシリーズを展示します。映画監督としての
活躍も目覚ましく、ますます注目される蜷川実花の世界を堪能できる機会となります。
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〈特別展〉

蜷川実花展 ―虚構と現実の間に―
7月10日（土）～8月29日（日）開催期間 一般1,000円／大学生500円

※各種割引などあり。詳しくはお問い合わせください。
観覧料

earthly flowers, heavenly colors （2017）
© mika ninagawa, Courtesy of Tomio Koyama Gallery

甲府市貢川1-5-35 
TEL 055-235-8080  FAX 055-226-9032

山梨　文学館

　富士山は、詩歌や散文などの文学作品に数多く描か
れてきました。芥川龍之介が旧制第一高等学校時代に
書いた作文や高浜虚子の俳句、中村星湖の小説、草
野心平の詩と絵画など、文学作品に登場するさまざまな
富士山を、身近なテーマを通して紹介します。
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〈特設展〉

文学の中の富士山
7月17日（土）～8月29日（日）開催期間 一般330円／大学生220円

※各種割引などあり。詳しくはお問い合わせください。
観覧料

芥川龍之介「富士山」原稿草野心平「黒富士」　水彩

笛吹市御坂町成田1501-1 
TEL 055-261-2631  FAX 055-261-2632

山梨　博物館

　昭和29年（1954）に第一作が公開されて以来、現在も新作が制作され続けるゴジラ映画。その
魅力は“特撮”という映像技術から生まれました。本展では、映画制作の現場で使用された約200点
に及ぶ資料を展示します。映画に込められた反戦や環境破壊への警告などのメッセージ、制作当時
の社会背景、特撮映画の魅力についてお伝えするとともに、特撮と関わりの深い本県出身者の活躍
についても紹介します。
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特撮のＤＮＡ
～ゴジラ、富士山にあらわる～

7月10日（土）～9月6日（月）開催期間

一般1,000円／大学生500円
※各種割引などあり。詳しくはお問い合わせください。

観覧料

葛飾北斎「冨嶽三十六景 凱風快晴」（一部加工・山梨県立博物館蔵）
／『ゴジラ×メガギラス  Ｇ消滅作戦』

甲府市下曽根町923 
TEL 055-266-3881  FAX 055-266-3882

山梨　考古博物館

　バイ・ふじのくに文化財交流事業の一環として、静岡県と合同で交流展を開催します。この交流展
では、日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」にも認定されている、優れた縄文文化を誇る山梨と、
稲作に適した平野と東海道ルートを背景とした弥生時代の豊かな遺産を持つ静岡との間で文化財
の交換展示を行います。山梨では未出土の銅鐸をはじめ、静岡特有の日本文化の源流に触れる貴
重な文化財をぜひこの機会にご覧ください。
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しずおかの弥生世界

7月17日（土）～8月22日（日）開催期間

無料観覧料

銅鐸　静岡県指定文化財
西の谷遺跡出土（静岡県埋蔵文化財センター蔵）

〈ふじのくに文化財交流展〉

〈企画展〉
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